
天気から見た 
北海道の自然と魅力 

「つなげよう 支えよう 森里川海」 プロジェクト  

フリーキャスター 
気象予報士 

 
菅井 貴子 

北海道文化放送（UHB)   
「みんなのテレビ」午後３時５４分〜午後７時 



天気の循環↔ 森️・里・川・海のつながり 
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日本一の気象予報士 



（移動距離は） 
日本一の気象予報士 





 



  
横浜土産 

崎陽軒 シウマイ 
マーロウ  

北海道フレッシュクリームプリン 



全国ご当地土産 でも、原料は北海道！ 
 

博多めんたいこ 東京 羊羹 

京都 にしんそば 水戸納豆 伊勢 赤福餅 

横浜 シウマイ 

福井 おぼろ昆布 



北海道に気候多様性が存在 
 

豊かな自然 
食・エネルギーの高自給率と潜在性 

水資源 全国平均の３倍 

環境への高技術 



北海道には「気候多様性」が存在 
 

•北半球の全ての現象が現れる 
•天候特性の地域差が大きい 

•気候を軸とすると 
   面積以上に広い 

 
 
 

気象庁統計平年値 極値比較 

東北〜九州の気温差に相当 

日照差は２倍近くに及ぶ 

豪雪地帯は日本海側の一部
太平洋側は１０分の１以下



北海道の森林面積 
約７１％ 

（全国の森林面積の４分の１） 





北海道の「ない」 
 春に「ない」もの 

  スギ花粉 （花粉症疎開ツアー） 災害も少ない  

 夏に「ない」もの 

  猛烈な暑さ 梅雨 台風 水不足 ゴキブリ 

 秋に「ない」もの 

  「ない」 ものが ない！ 

 冬に「ない」もの 

  ・寒くない！ ・道東は雲がない（晴天率高い） 

       













 
 
 
 
 

北海道にかかる等圧線の数 
 

４本・・・吹雪 
６本以上・・・暴風雪に警戒 





爆弾低気圧 
２４時間で、 

中心気圧 

２４hpa以上 

低下 

近年 多発傾向 









写真提供:環境省 



４００ppm を こえた !! 

二酸化炭素の濃度 
にさんか たんそ のうど 



写真提供:環境省 



問題 
札幌の最高気温の記録は？ 

①  ３４・５度 
 

②  ３６・２度 
 

③  ３７・８度 
     
 





問題 
札幌市の最低気温の記録は？ 

① －１０・４度 
 

② －２８・５度 
③ －４１・０度 
     
 





 





北海道の気温変化 （気象庁統計より作成） 

１９９０年以降の顕著な気温上昇 
         ⇩ 
温暖化は疑う余地がない 
         ⇩ 
平均気温を押し上げているのは 
   冬の最低気温 



海のカナリア 

 

「流氷」 
勢力 

過去に比べて 

約４０％減 

 



 
 





NASA HP  （http://climate.jpl.nasa.gov/ClimateTimeMachine/climateTimeMachine.cfm） 

北極周辺の の分布（1979年） 

http://climate.jpl.nasa.gov/ClimateTimeMachine/climateTimeMachine.cfm


NASA HP  （http://climate.jpl.nasa.gov/ClimateTimeMachine/climateTimeMachine.cfm） 

北極周辺の の分布（2007年） 

http://climate.jpl.nasa.gov/ClimateTimeMachine/climateTimeMachine.cfm


 
 

温暖化により年間平均気温が上がる 
 
↓ 
 
 

北極の氷面積が減少 
 
↓ 
 
 

気圧配置が変化 
 
↓ 
 
 

北海道に寒気が流れ込みやすい 



毎年 記録的大雪に！ 

２０１４年１２月〜２０１5年２月 

  根室市・羅臼町・小樽市 など 

２０１３年１２月〜２０１４年２月 

  留萌市・網走市・紋別市 など 

２０１２年１２月〜２０１３年２月 

  釧路市・浦河町・広尾町・寿都町 など 

２０１１年１２月〜２０１２年２月 

  岩見沢市・函館市・羽幌町 など 

２０１６年１月２０日（きのう） 遠軽町白滝  



異常気象レポート２０１４（気象庁発表） 
２０８１年～２１００年の見通し 

【雨】 極端な大雨や極端な大雨の頻度は、将来増加する 

【初夏】 本州では梅雨明けが遅れる 

     「やませ」が発生しやすい季節は、現在より遅くなる 

【雪の量】 日本では多くの地域で積雪が減少するが、 

       北海道の内陸部では増加            

【雪の期間】 最深積雪が最大になる時期は１ヶ月程度早まる 

        積雪期間は短くなる 

【台風】 熱帯低気圧の発生数は、変わらずかやや減少 

 強い熱帯低気圧の発生数、最大強度、降水は増加 



北海道の環境 
異常気象 

 （大雨頻度が増加 極端な気温変化） 

人為的、気候変化による植生の変化 

地形の変化 

 （崖崩れ、河口、海岸の浸食、森林の減少） 

海・山へのゴミ、廃棄物の投棄 

 



写真提供:環境省 




